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はじめに（問題意識）
　児童自立支援施設は「不良行為をなし、又は
なすおそれのある児童及び家庭環境その他環境
上の理由により生活指導等を要する児童を入所
させ、又は保護者の下から通わせて、個々の児
童の状況に応じて必要な指導を行い、その自立
を支援することを目的とする施設」である。（児
童福祉法第44条）
　世間一般では、悪いことをした子ども（非行
児童）の施設、というイメージであろう。
　筆者はこれまで新潟県の福祉専門職として、
児童相談所を中心にして児童や障害のある人と
かかわりをもってきた。その際、児童養護施設
や知的障害児施設、児童自立支援施設等に入所
措置が採られた児童が施設でどのように成長、’
変化していくのか、についての実証的、客観的
データが不足している、と感じていた。
　こうした成長、変化を確認する方法として、
日ごろ日常的に接している施設職員の行動観察
や児童自身の内省報告、更には職場実習や試験
登校などによる施設外部の関係者の評価があ
る。しかし、こうした評価方法は主観的な側面
が強くなるきらいがある。
　こうした欠点を補う意味で心理テストを活用
することは意味があると思われる。
　ハンドテストは、手の絵が描かれた10枚の
刺激図版から構成された投影法である。このテ
ストはアメリカでE．E．ワグナーによって開
発された。日本人の臨床場面でこのテストを活
用するためには日本人による標準データが不可
欠であるが、この標準データを整えテストマ
ニュァルが訳され公にされたのが2000年であ
る。このテストは、短時間で施行できること、
また、言語による反応が可能であれば誰にでも
施行できることなどの特徴がある。
　あまり構造化されていない手の絵をどのよう
に認知するかは被験者の知覚一運動系の傾向を
反映すると考えられ、それは外顕的行動一人格
の表層に近く直接観察可能な行動一として表れ
やすい反応を測定するとされている。つまり同
じ投影法でも、例えばロールシャッハ法は人格
の比較的深いレベルの心理を映し出すとすれ
ば、このハンドテストは比較的浅いレベルの行
動傾向、攻撃性やアクティング・アウト行動な
どを評価するとされている。
　もしそうだとすれば、この新しい投影法は非
行傾向のある児童の、特に反社会的不週応行動
の評価に有効かもしれない。
　こうした思いの中から、いわゆる非行児童の
児童自立支援施設であるA学園に入所している
児童にこのテストを試行してその有効性、でき
れば成長、変化をこのテストからみてみたい、
と考えたe
　そこで、A学園（園長）にこの研究の趣旨を
生活科学科生活福祉専攻
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説明し協力を依頼した。　幸い了解が得られた
ので、学園側が選んだ児童について面接、テス
ト、担当職員との面接等を実施した。その結果
については、できる限り学園側に説明し今後の
支援の参考になるよう努めた。
　なお、面接・テストを実施した児童は10人
以上であるが、今回はその中で、2回実施した
1入を選んで検討することとする。
1　霞的
　児童自立支援施設・A学園に入所している児
童にハンドテストを試行的に実施し、児童の理
解や指導・支援に有効な情報が得られるか、ま
た施行、活用等における問題点は何か等につい
て検討する。
2　方法
（1）対象児童
　　ア　年齢、性別
　　　　14歳、男
　　イ　入所理由
　　　　本人が君うには、詐欺、例えば自動販
　　　売機に1000円入れたけど商晶が出ない、
　　　金返せ、と店の人にいってお金をだまし
　　　取る、友だちからゲームソフトを借りて
　　　他の入に売り飛ばすなど。
　　　　なお、学園入所前には児童養護施設入
　　　所の経験があり、そこで職員の財布から
　　　お金を取ったこともあるとのこと。
　　　　児童相談所の見方では、家庭の養育機
　　　能が低く在宅では指導が困難だとされて
　　　いるo
（2）面接・テスト実施日
　　　第1國は平成17年6月1目、第2回目
　　　が同年7月20日
　　　第1回の面接は本児が入所してから約1
　　　か月後である。
（3）面接・テスト実施者、場所
　　　麟接・テスト実施者は筆者、場所はA学
　　　園相談室
（4）面接・テストの実施
　　　学園職員が稲談室まで連れてきてくれ
　　　たe颪接は二入だけで実施した。最初筆
　　　者が自己紹介してこれからの面接、テス
　　　トの説明、本人の同意を得てから、まず
　　　統合型のHTP（synthetlc　Ho
　　　use－Tree－Person）、次
　　　にハンドテストを施行した。なお面接・
　　　テストに要した時間は一回当たり約30
　　　分から40分であった。
（5）当該児童担当職員との話し合い
　　面接・テスト終了後、筆者から面接の印象、
　　簡単なテスト結果等について説明し、担当
　　職員から本人の最近の様子、エピソード等
　　を聞かせてもらった。
3　結果
（1）第1回（平成｝7年6月1日）八ンドデ
　　スト・プロトコル
　　1カード初発反応時間10秒
①何か、くれっていうような
②握手している
IIカード　初発反応時間　6秒
①崖を上ろうとしている手
DEPAFF
ACQ
②手を上げている。先生が「これ分かる
　人？」って
mカード　初発反応時間
①人とか指差している
②ボタンを押している
IVカード　初発反応時間
肩もんでいます、人の
Vカード　初発反応時間
　　わからない
班カード　初発反応時間
①殴る時の手
2秒
11秒
12秒
2秒
DEP
DIRACT
AFF
FALL
　　　　　　　　　　　　　　　　AGG
②ジャンケンしているときのグー　COM
颯カード初発反応時間　7秒
　　わからない　　　　　　　　FALL
皿カード　初発反応時闘　4秒
　　手で丸をつくっている　　　　ACT
IXカード　初発反応時間　2秒
①子どもをはっぱたこうとしている瞬問
　　　　　　　　　　　　　　　　AGG
　②ちょっと待った、といっている
　　　　　　　　　　　　　　　　DIR
Xカード初発反応時間　2秒
　　キルユーとかファックユ．一とか　AGG
一36一
非行児童（児童自立支援施設入所）のハンドテストについて
スコアリング・サマリー
　AFF（親愛）＝2
　TEN（緊張）　；O
　DEP（依存）＝2
　CRIP（不自由）＝O
　COM（伝達）≡1
　FEAR（恐怖）　＝O
　DES（記述）　＝O
　BIZ（奇矯う　＝＝0
ACQ（達成）＝1
ACT（活動）＝2
PAS｛受動）＝＝O
EXH（顕示）＝O
DIR（指示）＝2
AGG（攻撃）；3
FALL　（失敗）　＝2
ER（体験比率）＝Σ工NT（対人）：ΣEN
V（環境〉：ΣMAL（不適応）：ΣWITH（撤
退）＝10：3：0：2
AOR（行動化比率）言（AFF＋DEP＋C
OM）：（DIR＋AGG）言5：5
R（反応数）＝15　AIRT（平均初発反応
時間）＝5．8秒
H－L（初発反応時間差）；9秒　PATH（病
理スコア）＝4
（2）第2回（平成17年7月20日）八ンド
　　テスト・プロトコル
　　1カード　初発反応時間　2秒
　　　　握手している　　　　　　　　AFF
　　皿カード初発反応時間　2秒
　　　　ジャンケンでパーを出した　　COM
　　皿カード　初発反応時間　1秒
　　　　人を指している、有名人　　　DIR』
　　VIカード初発反応時間　2秒
　　　①ボタンを押す、エレベータの、下へ行く
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ACQ
　　　②人の肩に手を置いている、ちょっと待て
　　　　　　　　　　　　　　　　　　DIR
　　Vカード初発反応時間　2秒
　　　　骨折した手、壁をはたいて折れた
　　　　　　　　　　　　　　　　　CRIP
　　VIカード　初発反応時間　1秒
　　　　ジャンケンでグーを出した　　COM
　　粗カード　初発反応時間　1秒
　　　　手を洗っている、手に土が付いた
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ACQ
　　粗カード　初発反応時間　1秒
　　　　何か摘んでいる、虫、虫かごにいれる
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ACQ
　　IXIカード　初発反応時間　4秒
　　　　わからない　　　　　　　　FALL
　　Xカード初発反応時間　2秒
　　　　手を握っている、友達と別れの　AFF
スコアリング・サマリー
AFF（親愛）；2
TEN（緊張）　＝O
DEP（依存）＝O
CRIP（不自由）＝1
COM（伝達）＝2
FEAR（恐怖）　三〇
EXH（顕示）＝O
DIR（指示）＝2
AGG（攻撃）＝0
ACQ（達成）＝3
ACT（活動）＝O
PAS（受動）＝0
DES（記述）
BIZ（奇矯）
FALL（失敗）
?????＝? ＝
ER（体験比率）＝ΣINT（対人）：ΣEN
V（環境）：ΣMAL（不適応）：ΣWITH（撤
退）＝6：3：1：1
AOR（行動化比率）＝（AFF＋DEP＋C
OM）：（DIR＋AGG）　：4：2
R（反応数）＝10　AIRT（平均初発反応
時間〉＝1．9秒
H－L（初発反応時間差）；1秒　PATH（病
理スコア）＝3
　Likeカード：TV
　　力が入っている。この人は頼りがいがあ
　　る、と思ったから
　Dislikeカード：皿
　　人を指差すのはしないほうがいいって聞い
　　たことがある
4　考察
（1）AOR（行動化比率）
　この指標は攻撃的な行動化を予測するために
用いられるもので、重要なものとされている。
これは社会的に望ましい対人カテゴリー反応
『AFF（親愛）＋DEP（依存）＋COM（伝達）』
の、より望ましくない対人カテゴリー反応『D
IR（指示）＋AGG（攻撃）』に対する比率
である。DIR＋AGGの和がAFF＋DEP
＋COMより多いほど反社会的な行動化が顕在
化することが予測されるという。
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　策1回と第2圃で変化が見られている。（5：
5から412）これは第1回に比較して第2回
の結果は攻撃的行動を予測する指標が下がって
いる、と見ることができる。現実場面での行動
傾向がどのように変化してしているかのデータ
がないのではっきりとは言えないが、AORで
はよい方向への変化の兆しと見ることができる
かもしれない。日本人の中学生の標準データ（以
下標準データという。）では第1回と第2回共
に典型範囲の中に収まっている。
（2）R（反応数）
　FALL（失敗）を除外した総反応数である。
このスコァは外界に対する心理的反応性を表し
ているとされている。第1囲と第2回では25
個と10個で第2回が少なくなっている。なぜ
少なくなったのかは分からないが、AIRT（平
均初発反応時間〉が極端に短くなっていること
と関連して考察する必要があろう。標準データ
の典型範囲は7－15であり第1回、第2回共
にその範囲にある。
（3）AlRT（平均初発反応時間）
　被験者が知覚を組織化し、言語化するのに必
要としたliS　Ffiの揃標である。第1圏と第2回で
は、5．8秒がL9秒と極端に短くなっている。
標準データの典型範囲は2．3から13秒であ
り第2回は範囲を超えている。これは衝動的で
荊激をよく吟味し適切なフィードバックをして
いないことを示しているかもしれない。
（4）PATH（病理スコア）
　このスコアは精神病理性を表すとされてい
る。第ユ画と第2回では、4から3と減ってい
る。標準データの典型範囲は0から7でいずれ
もその範囲内に入っている。
（5）統合型HTPでみると、第1回の描画は
第2国に比べてサイズが葬常に小さく貧弱な印
象であるが、第2回目はほぼ画面いっぱいに描
いている。ただ家が斜めに傾いているのが気に
なる。
（6）第2回面接時の学園職員の話では、この
面接の2遍問前に伺室の子に意地悪をされて
困ウている．と担当職員に訴えてきたという。
　「だれか殺したい」などと言っていたが、話
した後は気分が晴れたといっていた。担当職員
との関係が漂まってきているか、との評価で
あったe
（7）テスト結果や学園職員の話を聞くと、入
所後約3か月を経過して適応しつつあるように
患われる。しかしこれは初期適応ともいうべき
ものであって、今後このプロセスを経てどのよ
うに成長していくのかを支援を継続しながら見
守り確認していく必要があろう。
（8）ハンドテストが児童自立支援施設入所児
童の支援、援助に役に立つのか、役立つとすれ
ばどういう点か、等について今回の結果から
はっきりと言うことはできないが、それは今後
の課題としたV㌔
　ただ試行的に実施した今回の結果から．印象
的に述べれば、テストを受ける側にとっては、
手という刺激はなじみやすいものであり、また
短時間で終わることなど負担感は低いのではな
いか、と推測される。テストを実施する側とし
ては、このテストが行動化、アクティングアウ
トを予測することに有効であるとされている点
に関心を持っている。その場合には、テスト結
果と実際の行動との比較検討が必要ではない
か、と思われる。こうしたことも今後の課題と
したい。
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